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サル痘患者の発生について 

 

令和５年３月 17 日、県内の医療機関から管轄保健所にサル痘の疑いのある患者が報告

されました。当該患者の検体を県衛生研究所で検査を実施したところ、サル痘の陽性が

判明しました。 

なお、報道機関各位におかれましては、患者様やご家族などが特定されないよう、個

人情報保護にご配慮ください。医療機関への取材や直接のお問い合わせはお控えくださ

い。 

 

【患者の概要】 

年   代：40 代 

性   別：男性 

居住自治体：茨城県 

症   状：発熱，発疹等 

海外渡航歴：なし 

患者の状況：状態は安定している 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月20日 (月) 

照会先：保健医療部感染症対策課疫学グループ 

担当者：課長補佐 小松 由美 

連絡先：029-301-3233（内線：3280） 

－ 県民の皆様へ － 

〇 サル痘は、サル痘ウイルスによる感染症で、アフリカ大陸の流行地域（アフリカ大陸西部から 

中央部）で主に発生が確認されていましたが、2022 年５月以降海外渡航歴のないサル痘患者が 

欧米等を中心に世界各国で確認されています。 

 

〇 主に感染した人や動物の皮膚の病変・体液・血液に触れた場合（性的接触を含む）、患者と 

 近くで対面し、長時間の飛沫にさらされた場合、患者が使用した寝具等に触れた場合等により 

感染します。なお、現時点では、日常生活の中で空気感染を起こした事例は確認されていませ

ん。 

 

〇 サル痘の潜伏期間は６～13 日（最大５～21 日）とされており、潜伏期間の後、発熱、頭痛、 

リンパ節腫脹、筋肉痛などの症状が０～５日続き、発熱１～３日後に発疹が出現、発症から 

２～４週間で治癒するとされています。 

 

〇 過剰に心配することなく、発熱、発疹等、体調に異常がある場合には身近な医療機関に相談 

するとともに、手指消毒等の基本的な感染対策を行ってください。 

 

〇 海外からの帰国者は、体調に異常がある場合は、到着した空港等の検疫ブースで検疫官に申し 

出てください。帰国後に症状が認められた場合は、医療機関を受診し、海外への渡航歴を告げ 

てください。 



2022年５月以降、これまで主にアフリカ大陸で発生が報告されていた「サル痘」の患者につい
て、欧米を中心に感染事例が報告されており、国内でも感染者が確認されました。

MSMコミュニティへの対応状況について

 サル痘はウイルスによって感染する病気です

 一般的には発熱や発疹（ほっしん）、リンパ節のはれ等の症状がみられますが、

多くの場合、２－４週間で自然になおります

サル痘はどのような病気ですか？

サル痘とは？

 感染した人や動物の皮ふの病変・体液・血液との接触（性的接触を含む）が中

心です（患者と長時間、近距離で対面することでの飛まつ感染もあります）。新型コロナウイ

ルス感染症と異なり、人から人への感染は容易には起こりません

 WHOによると、現在報告されている患者の多くは男性であり、そのほとんどが

男性同士の性的接触がある男性ですが、女性や小児の感染も報告されています

※特定の集団や感染者、感染の疑いのある者等に対する差別や偏見は、人権の侵害につながります

サル痘はどのように感染するのですか？

 体の部位に関係無く、発疹や水ぶくれなどがないかどうか注意してください

（特に顔、口、手足、肛門、性器、臀部（尻）での発生に注意してください）

 その他、発熱、頭痛などの症状が見られる場合があります

 水ぼうそうなどの他の発疹を生じる病気との区別が難しいことがあります

どのような症状に注意すればよいですか？

 サル痘を疑う症状が見られた場合、最寄りの医療機関に相談してください

 医療機関を受診する際には、マスクの着用や発疹部位をガーゼなどでおおう等

の対策をした上で受診してください

サル痘を疑う症状があった場合はどうすればよいですか？

 厚生労働省HP： https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/monkeypox_00001.html

 厚生労働省検疫所HP：https://www.forth.go.jp/topics/fragment5.html

 国立感染症研究所HP：https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/408-monkeypox-intro.html

 外務省HP：https://www.anzen.mofa.go.jp/

その他の情報について

（とう）

 多くの場合、２－４週間で自然になおります。

 天然痘ワクチンが、サル痘ウイルスにさらされた後の発症の予防や重症化予防

に有効とされています。我が国では、サル痘ウイルスにさらされた可能性のあ

る方に対してワクチンを投与するための臨床研究体制を整えています。また、

サル痘の患者には臨床研究で治療薬を投与できる体制も整えています

予防法や治療法はありますか？

出典：厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
kenkou/kekkaku-kansenshou19/monkeypox_00001.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/monkeypox_00001.html
https://www.forth.go.jp/topics/fragment5.html
https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/408-monkeypox-intro.html
https://www.anzen.mofa.go.jp/

